

















































































































































































































前五識 第六識 第七識 第八識
難陀等 意識 末那識 俱有依無し 俱有依無し
安慧等 五根・意識 第七識［五識］ 第八識 俱有依無し
































































































共　依 染浄依 第六識 六　根
根本依











































































































































































































などで見られる。「cittaṃ mano vijñānaṃ vijñaptiś 
ceti paryāyāḥ/」、Sylvain levi、『viṃśatikā vijñapti-
mātratā-siddhiḥ』、3p、paris、1925。
ここで、vijñaptiś（表象）は、上の図２の構造で
見ると、意根として読むことが出来るのではない
か、と論者は思う。即ち、意根によって第六・第七・
第八識が生じる如く、vijñaptiś（表象）によって、
cittaṃ（心）mano（意）vijñānaṃ（識）が生じる、
と、このように、読むことができるのであろう。
